
問 市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２１３）

　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

　「ふるさと納税」制度は、市の貴重な財源であり、
市の特産品を全国へ PRできるため地域の活性化に
つながっています。
　このコーナーでは、本市へ寄付いただいたふるさ
と納税寄付額と件数、寄付と共に寄せられたメッ
セージを抜粋して紹介します。

どぎゃんね
ふるさと人吉応援メッセージ

　問合せ　市商工観光課商工係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１３３）

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

　フレイルとは、加齢に伴って心身の活力が低下した
状態のこと。健康な体を維持するためにフレイル予防
を始めてみませんか。
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都さん（25）　瓦屋町

　道路や河川などの設計や調査、測量などを行っている会社
です。私は、測量や測量後の図面作製を担当しています。測
量結果を基にあらゆる工事が進んでいくので、数値を間違え
ないよう責任感を持って取り組んでいます。測量は猛暑や極
寒の中での作業もあって大変ですが、自分が測量した現場の
工事が無事に終わって道路が完成するなど、形として出来上
がったときにやりがいを感じます。
　今後は、ドローンや３次元レーザースキャナーなど最新技
術を使った測量にも挑戦し、新たな分野への展開も探ってい
きたいです。

所在地：鬼木町 602 番地
設立：昭和 50年 12月
代表者：池田 雄一
従業員数：20人
事業内容：道路や河川などの設計や
調査、測量、橋の点検など
☎２２－２６２９

い状況です。令和３年中の国内の出火件数は３万
5,222件で、１日当たり96件の火災が発生したこ
とになります。また、火災による死者は１日当た
り3.9人です。
　一方、林野火災は発生件数は少ないですが、一
度発生すると広範囲に影響が出て、住民の避難や
ヘリコプターでの大規模消火が必要な場合があり
ます。最近起きた山林火災として、令和３年２
月21日から３月15日まで続いた、栃木県足利市
西宮町の山林火災があり、167㌶が焼け305世帯
348人に避難勧告が出されました。
　火災発生は12 ～５月が多く、これからの季節
も引き続き注意が必要です。次のポイントを参考
に、火災予防に取り組んでいきましょう。

　今月は、「火災の現状と最近の動向」について
お話しします。
　火災には、地震や台風などの災害と比べて大き
く異なる特徴があります。それは、人為的行為と
自然現象の両方の要素を含む「複合要因災害」で
あることが多いという点です。自然発火の林野火
災や、地震などの自然現象でどうしても回避でき
ない状況で発生する火災もありますが、全体でみ
ると、故意や過失が原因で発生する火災が大半で
す。ですので、ほかの災害よりも一層の予防が重
要です。日本では戦後、大規模な建物火災が多く
発生し、その経験などを踏まえ消防法を中心に適
切な火災予防が行われてきました。その結果、火
災の件数は大幅に減少しています。
　日本の火災の５割以上は建物火災です。中でも
住宅火災が大きな割合を占めていて、死者数も多

火災の現状を知り、予防に取り組もう

－住宅火災から命を守るポイント－
・寝たばこをしない、させない
・コンロを使うときは、火のそばから離れない
・�コンセントはほこりを取
り除き、不必要なプラグ
は抜く
・�住宅用火災警報器を定期
的に点検し、10年を目
安に交換する
・�消火器を設置し、使い方
を確認しておく　など

◎１月に寄せられた寄付
495 件　1,300 万円

●�合宿免許でお邪魔したまちで、思い出がいっぱい
あります。ぜひ人吉の発展に生かしてもらえれば
と寄付しました！（大阪府）

●�美しい自然がいつまでも残りますように。いつの
日か訪ねたいです。（北海道）

●�おいが人吉市に下宿しています。お世話になりま
す。（大阪府）

●�人吉市のますますの発展を祈念いたします。（鹿
児島県）

●�球磨川流域の復興を期待しています。（大阪府）
●�魅力的な文化や豊かな自然、そして大好きな人た

ちがいる人吉に元気でいてもらう一助になれば幸
いです。災害からの復興途上で大変だと思います
が、どうか頑張ってください。（茨城県）

地域で始める認知症（  に  んちしょう）予防

　令和４年度は、地域住民が主体となっ
て開催している「人吉ころばん体操」に
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先生を迎え、「地
域で出来る認知症予防プログラム」を実
施しました。その後も地域住民だけでＤ
ＶＤを見ながら継続して認知症予防に取
り組んでいます。
　65歳以上の高齢者のうち５人に１人
が認知症になると見込まれている2025
年問題が目前に迫る中、身近な地域で住
民主体の認知症予防が大事になってきま
す。「自分たちの地域でもやってみたい」

「もっと詳しく話を聞きたい」という場
合は、市高齢者支援課まで気軽にお尋ね
ください。

地域でも認知症予防の取り組みを！

▲カードやパズルを使って脳にさまざまな刺激を与える参加者

▲ �川畑智さん。熊本県を拠点に、病院・
施設で認知症予防や認知症ケアの実践
に取り組むと共に、全国各地での講演
活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓
発活動や研究活動を行っている

皆さんも始めてみませんか
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